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資料3.
三世紀の東アジアの状勢　(松本清張『清張 古代史記』，日本放送出版協会’82)
『古事記』は和銅5年(712)、『日本書紀』は養老4年(720)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんじょう),撰上)されたもので、周知のように皇室中心主義に編纂され、推古(推古天皇在位592~628)以後はともかく、それ以前は「神話」であって、事実を伝える部分はきわめて少ない。伝承も空想の範囲である。3p

　「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),魏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),志)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わじんでん),倭人伝)」(『三国志』「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とういでん),東夷伝)」倭人の条)は3世紀半ばにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),晋)の史家EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちん),陳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅ),寿)が編集したもので、その大半は、同時代人だが少し前に出たEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょけん),魚豢)の『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),魏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りゃく),略)』によっている。

『魏略』は中国人の居留置に置かれた出先機関のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいほう),帯方)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐん),郡)(今のソウル西北方。帯方郡跡がある)の役人が倭国を往来していたときの見聞記を資料としたものらしい。陳寿が「倭人伝」を書くに当たって使ったのは『魏略』のほかにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんふ),官府)にあった倭の見聞記も資料にしたと思われる。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きき),記紀)」の成立が8世紀の初頭、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わじんでん),倭人伝)」が3世紀の半ばであるから、約450年の開きがある。「倭人伝」が単に古いというだけでなく、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいほう),帯方)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐんし),郡使)の眼で書かれたのを資料としているのだから、「記紀」のように皇室中心の造作や歪曲がなく、比較的に客観性があるという特徴をもつ。わずか２千余字に過ぎぬ「倭人伝」が３世紀の日本の姿を客観的に伝えたものとして、史家や研究家に珍重されるのはこのためである。

しかし、「倭人伝」はいちおう客観的には書かれているが、その正確さの点になると、かなり減点の必要がある。それはだいたい次のことからいえる。

1 外国人による初めてともいえる見聞であるから思い違いや混乱がある。また修飾もある。

2 その修飾は中国式の誇張である。とくに距離の里数や所要日数、戸数にそれがみられる。

3 倭国の制度についても中国式の政治・社会制度にあてはめて書いたところがある。

4 当時のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいほう),帯方)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐんし),郡使)(原本は太守)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),魏)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わ),倭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のくに),国)担当役人だから、魏・倭の関係をことさらに友好的に強調する政治的配慮がみられる。

5 記述が曖昧なため、不明瞭な箇所が多い。これは資料の脱落によるものと思われる。錯簡もあるかもしれない。

6 倭を道教による神仙思想で見ているところがある。

いつも問題が起こるのは①と⑤の点からである。それで明治以来つづいている邪馬台国論争はいまだに決着を見ない。決定的な論証や物的証拠が出ない限り、この論争はつづきそうである。4p

　なお、ここに「倭人」と出ているがヒトのことではない。倭の人が百余国に分かれるというのはおかしい。これは倭の国の意味である。百余国は、多数の村落共同体があるという意味である。

　『漢書』の次に倭のことが見えるのは年代的にいって『後漢書』だが、『後漢書』は宋のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんよう),范曄)が書いたもので、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちん),陳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅ),寿)より150年後になる。事実、『後漢書』の「東夷伝」倭の条は、「倭人伝」の引写しで史料的価値はない。３～５p

造化の三神およびイザナギ・イザナミ
　『古事記』の神話を詳細に見てみますと、南方系の説話が非常に多い。統治者が在地の豪族、または民衆の融和をはからなければならないため、かれらのもつ南方系の信仰、生活、説話をも採り上げたということであります。また民衆の話が多いのが特徴で、ここが『日本書紀』とは違う点です。『日本書紀』のほうは、はじめから皇室中心の日本の国体を宣揚するために書かれ、その目的意識のために民間の説話部分はうんと省略しています。そのために「神話」部分は『古事記』にゆずって、『書紀』はもっぱら「応神紀」(応神天皇，ほぼ5世紀前後。後世、八幡宮の祭神)以下の歴史的叙述に重点をおいています。84p

古事記の機能
『古事記』は当時のままのものが伝わっているのではない。一番古い写本は名古屋の真福寺に残っている写しですが、その写しになるまで、長い年月が経っている。その過程で間違いも起こるだろう。

　『古事記』の序文に見る要約では、まず造化の※三神が現れて、次にイザナギ・イザナミの二神が現われ、アマテラス・スサノオが生まれ、そしてアマテラスの孫であるニニギ命が天から日向の高千穂峰に降る。ニニギの曾孫の神武天皇が日向から東に移って、いわゆる大和国家の始祖になる、というのが骨子です。

　国の所有権の宣言、そしてその所有国に統治権を行う行動、これが『古事記』の一番言いたいところだったんです。その間にいろいろな話が伝えられている。イザナギ・イザナミの夫婦神から生まれる百何十人の子ども、そのおしまいのほうに生まれるアマテラス、ツクヨミ、スサノオの話、スサノオが出雲に追放されてからオオクニヌシの話にいたるまでの、いわゆる出雲を舞台にした説話、さらには、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひむか),日向)での説話、こういったものが付帯物としてついています。82～83p

　※天地開闢のはじめ、高天原にあらわれて万物を経営したという三神。古事記では、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あまの),天)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みなかぬしの),御中主)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たか),高)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みむ),御産)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),巣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひの),日)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かむむ),神産)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),巣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひの),日)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)。
　造化の三神の話から始めますと、初め天地は分かれていなかった。それがようやく分かれていわゆるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかま),高天)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はら),原)にできた神が、アメノミナカヌシEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のかみ),神)、タカミムスビEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のかみ),神)そしてカミムスビEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のかみ),神)となっている。cf:(中国の陰陽五行思想，三、五、七、の数詞が聖数とされる)
　おしまいにイザナギ・イザナミの二神が生まれる。このイザナギ・イザナミは、高天の原から地上に降りて、この夫婦神によって実にたくさんの子どもが生まれる。85～86p

　アマテラスとスサノオのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),宇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),気比)(あらかじめ対立の事態を定めておき、どちらか一方の事態が起これば、それに神意があると判断する占い法)のあと、スサノオが勝ち、その勝ちさびに、つまり勝ちにEQ \* jc3 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\al(\s\up 9(おご),奢って)いろいろな乱暴を働く。そのためにアマテラスは「天の石屋戸」に隠れる。ために高天の原は夜のように真っ暗になってしまう。それで八百万の神々が「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あまのやす),天安)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわら),河原)」に集まり行事をするのですが、そのときの描写には、くどいぐらいに「天の」という冠詞がついております。89～90p

　地上と地下の国、つまりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よみ),黄泉)の国とを結ぶ境のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よもつ),黄泉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひらさか),比良坂)は横穴式石室古墳のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんどう),羨道)にあたります。イザナギが、死んだ妻のイザナミを黄泉の国に訪問するとき出てきます。イザナギは、火の子どもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひのか),火之迦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐつち),具土)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神)を生んだために体を焼かれて黄泉の国に行った妻のイザナミが恋しく訪問するのですが、その黄泉の国では、妻の体はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふらん),腐爛)し、その方々からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うじ),蛆)がわいたり、恐ろしい虫のようなものがたかったりしているので、逃げ帰ろうとした。この時邪神が跡を追ってくる。あるいは死んだ女房が立ち上がって、なぜ逃げるのかといって追ってくる。それをイザナギは坂のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふもと),麓)にあった桃を投げて追っ払ったとある。また頭に挿したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くし),櫛)を抜いて投げると、その櫛がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たけのこ),筍)のようになって邪神群の追撃をさえぎり、それで無事に黄泉比良坂を脱け、外に出ることができた、とあります。

　とにかくその黄泉比良坂は、明らかに横穴式石室古墳の羨道にあたる。黄泉比良坂といいながら、『古事記』では、そのあとに注して「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かれ),故)、其のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),謂)わゆる黄泉比良坂は、今に出雲国のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いふ),伊賦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),夜)坂とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),謂)う。」とつけ加えています。これはあとから出雲の説話にしようとして書き加えたのでしょう。後でも述べますが、出雲神話というものはもともと出雲の話をとったのではなくて、大和ででっち上げられたものなのです。

　さて、黄泉の国から逃げ帰ったイザナギはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みそぎ),禊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばら),祓)いをします。その禊祓いによりいろいろな神が生まれますが、最後に、アマテラス、ツクヨミ、スサノオの三子を生む。このうち、ツクヨミは『古事記』では全く活躍しません。イザナギは３人の子に、その統治する世界を指示して、アマテラスは天上界を、ツクヨミは夜の世界を、そしてスサノオはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うなばら),海原)を司れというふうに分担を命じます。わたしはアマテラスとスサノオとは「月日」の考えが原形だと思う。そこに三、五、七というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いんよう),陰陽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しそう),思想)でもってツクヨミという神を加え、三の数字に整えただけだろう。だからツクヨミは全く活躍しないわけです。90～92p

　アマテラスとスサノオ

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よもつ),黄泉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひらさか),比良坂)が横穴式石室古墳のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんどう),羨道)にあたると言いましたが、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あま),天)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いわや),石屋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),戸)」にも同じことが言えます。スサノオの乱暴のために、天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はた),服)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おりめ),織女)はびっくりして、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひ),梭)でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほと),陰上)を突いて死んだ、とある。『日本書紀』には、服織女ではなく、アマテラス自身が傷ついたというふうに書かれてあります。アマテラスが梭でホトを突いたということらしい。いずれにしてもアマテラスが死んだということでありましょう。天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わか),稚)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひるめ),日女)という服織女はアマテラスの分身だとも見られる。まさにアマテラスは一度死んだのであり、死んだからこそ当時の形式の墳墓に葬られたのです。石屋戸の構造が当時の横穴式石室の墳墓にそっくりであるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆえん),所以)です。表には入口を塞ぐ石の戸が立っている。まさに地上の事物を写したのが「天の石屋戸」です。

　女性の陰部を傷つけるのが「死」を意味するのは、女陰に生殖力があるという信仰だからだと思う。つまり、そこに霊力がある。霊力がなくなると、それは死を意味します。

　さて、石屋戸に隠れたアマテラスは、石屋戸前に集まったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やおよろず),八百万)の神々の歌や踊りによって中から出てきた、という話になる。日食神話では、太陽がもとの形に戻って再び輝いたということになっていますが、わたしはそうは考えない。

　日本の古代史は、もっとアジアの歴史の中で見なければならないということを、わたしは20年前から言っております。アマテラスの石屋戸隠れも、朝鮮の説話に似たようなのがあるから、それの輸入ではないか、と申しました。

　では朝鮮にはどういう似た説話があるのか。『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),魏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),志)』の「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とういでん),東夷伝)」には朝鮮の各国の風習が書かれている。そのなかに、ほとんどの地方で、5月と10月に国中の者が集まって、男女が昼となく夜となくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぶ),歌舞)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いんしょく),飲食)するという記事が見えております。それには東のほうにある洞穴から鬼神を迎えるとあります。「鬼神」とは中国の表現で、「邪神」という意味です。「鬼神」は日本流にいえば「神」です。その鬼神を迎えて国(村)中の男女が集まって歌舞飲食するというのが、どうもアマテラスの石屋戸隠れの祖型ではなかと思う。それはただに朝鮮だけではなく、「魏志倭人伝」にも、日本では家に死人が出ると、その家の葬式に男女が集まり、やはり昼となく夜となく歌舞飲食するとあります。まさにアマテラスの石屋隠れは、葬式のときに家に集まって行われる歌舞飲食を表しています。こうしてこの男女が集まって飲んだり歌ったりするということは、アメノウズメ命がストリップをやって、皆が手をたたいて喜び笑うというように、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(うたがき),歌垣)」的な行事でもあったわけです。

　アマテラスとスサノオは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あまのやす),天安)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわ),河)を中において対峙する。そうしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふと),太)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まに),占)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),宇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),気比)のときに、アマテラスはスサノオの持っていたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),十)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つか),拳)剣を受け取り、これを三段に折って、井戸の水に振りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すす),滌)ぎ、口のなかで噛んで吐いたその息吹から3人の女神が生まれた。これはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むなかた),宗像)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいしゃ),大社)の祭神になっております。もともとアマテラスとスサノオは姉弟神になっていますが、おそらくは夫婦神が原形でしょう。というのは、剣は男性の象徴であり、玉は女性のそれです。それを交換するということは、男女の交合を意味している。その話はやはり『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そじ),楚辞)』(戦国時代末期、楚に興った叙情的韻文)の世界からきています。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),宇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),気比)は単なる占いではなくて、そういう南方系の説話が濃厚に入っていることがわかります。92~98p

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のりと),祝詞)の「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおはらい),大祓)」にあるように、山も、川も、岩も、草も、すべて物を言う、というのは、明らかにインドシナ半島に現在でも残っている山地民俗の精霊のことであります。99p

　北方シャーマニズムの極めて濃厚な日本の神道には、こうした天を崇めるという思想が底に流れている。100p

　それなのに、最近の古代史学者や、比較神話学者は、日本の太陽信仰は穀霊信仰だといっています。太陽が穀霊神などということはあり得ないことです。シャーマニズムでは太陽はあくまで天の代表者として取り上げられているのです。101p

　アマテラスというのはどういう名称なのか。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あめ),天)というのは、先ほども申しましたように、すべて地上の現実界のことを天上界に仮託した時、天という冠詞をつけたことと同じで、もともとはテラスというのが本義であったろうと思う。テラスとは何か。それは鏡です。アマテラスはニニギ命の降臨にあたって鏡を渡し、この鏡をみることわれを見るがごとくせよ、と言ったのも、鏡に自分の顔が映ることに由来しているのです。99~103p

いわゆる出雲神話

『古事記』がいわゆる出雲神話を取り入れたのは、地理上の出雲の神話ではなくて、大和に前から住んでいた土着勢力の話であるということは、前にも述べました。出雲神話は大和朝廷官史がでっちあげたものです。その証拠にこの出雲神話にはなんら具体的な地方色はなく、単に地名を配っているだけです。極めて抽象的である。『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いずもの),出雲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くに),国)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふどき),風土記)』は、『古事記』にあるような説話は一つも伝えていない。スサノオ命は登場しますが、オロチ退治といったようなこともなく、勿論その孫にあたるオオクニヌシのさまざまな苦難とか、因幡の白兎の話とかいうものもありません。『風土記』におけるスサノオはその土地神の祖ということになっているから、おそらくはあの地方の土地神だったろうと考えられる。それを『古事記』が名前だけ借りてきたと思われます。

スサノオは出雲に下る途中オオゲツヒメというのに出会い、オオゲツヒメの身体の部分から種々の農作物が生まれるのですが、その農作物の種類が、朝鮮語だと名前が身体の一部と一致するわけです。このことを考えると、『古事記』を書いた連中が帰化人系であり、彼らがそういうシャレを書いたことがわかります。

ヤマタノオロチの話にしてもやはり南方系の話なのです。出雲が地理上の島根県だと思っているから、南方の話だということに皆が気がつかない。

土着民の説話を取り上げた『古事記』は、それが南方色の強いことから、ヤマトの土着民には南方系が多かったように思われます。103~107p

日向神話と漁EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろう),撈)民族
『書紀』によれば、ニニギEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のみこと),命)が降臨するにあたって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まとこおう),真床追)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふすま),衾)といって、ふとんのようなものにくるんで高千穂に降ろしたとある。もともとこの真床追衾は、朝鮮の国王始祖の話から取られているためです。朝鮮ではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だんくん),檀君)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんわ),神話)というのがあって、これは13世紀ごろにできた『三国遺事』にはじめて見える話なのです。この朝鮮の神君降臨説話も北方大陸にいたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうど),匈奴)の国王儀礼からとられています。

日向の高千穂というのは、『古事記』ではEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くじ),久士)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふる),布流)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たけ),気)(「此地は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(からくに),韓国)に向ひ、笠沙之御前にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まぎ),真来)通りて、朝日のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ただ),直)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),刺)す国、夕日の日照る国なり」『古事記』上巻)となっている。久士布流のクジは、さきほどもちょっと出したように、霊妙とか、神秘とかいう霊能を表す意味です。フルというのは朝鮮語の村とか山とかという意味なのです。すでにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんそん),天孫)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうりん),降臨)が、朝鮮の檀君神話からきている以上、山の名が朝鮮語でいわれているのも、理由のないことではありません。だいたい九州北部にいる土着民は、おそらく朝鮮人系が大多数だったと思われる。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),魏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),志)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わじんでん),倭人伝)」には、南朝鮮にも「倭」という種族が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),辰)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),韓)や、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べん),弁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),韓)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ば),馬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),韓)などと一緒に、一つの地帯を作っていたと書いてありますが、これもおそらくは北九州の人々と同じ種族であったろうと思われる。昔は、朝鮮も北部九州も一つの地域だったのです。それがのちになって韓や倭国というように政治的な区別ができてしまった。だから天孫降臨は北九州こそもっとも似つかわしいのですが、そうはしないで、現在の鹿児島県、あるいは宮崎県にもっていったことは、どうしても話の構成上、そのへんの説話を取り上げざるを得なかった事情があったからです。

さて天孫降臨の段ですが、ニニギ命にお供をしていく神々の名前は、アメノコヤネ命、これはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なかとみのむらじ),中臣連)(朝廷の祭祀を担当した豪族)らの祖とある。フトダマ命、これはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いん),忌)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べのおびと),部首)らの祖とある。アメノウズメ命、これはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さるめ),猨女)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きみ),君)らの祖とある。イシコリドメ命、これは作鏡連らの祖とある。タマノオヤ命、これは玉祖連らの祖とあります。こうした神々はすべて祭政に関係があり、天皇家の祖に従って渡来した家来だと思われる。土着の豪族ではない。天石屋戸の前に集まった神々も同じ名前です。112~115p

日向の話が、実は現地でことごとく最終されたのではなく、出雲説話と同じように、大和朝廷の書紀連中が机の上で作ったということがわかる。

南の、インドシナ系の建物は、むしろ出雲大社の建築に見られるように、高床式で、間仕切りがなく、入口が片寄っていて、正室に向かうには屈折して行く。地理上の島根県が、寒い日本海岸に位置しているのに、神社だけが南方系というのは、明らかにインドシナ系種族が土着していて、かれらが祖神の社を出雲にも移したということが言えそうです。

こうした南方系の家屋形式は、奈良、平安期まで引き継がれている。たとえば法隆寺に伝法堂というのがあります。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆめ),夢)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どの),殿)から中宮寺に行く途中の右側にありますが、これは奈良朝時代の家屋建築の形式を残している。そこに入ってみると、間仕切りはなんにもないのです。ですから冬は非常に寒い。寒いから中の女性は風邪をひきやすい。呼吸器病が非常に宮廷女性に多かったわけです。そういう病気を持っているから彼女らは早く死んでしまう。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びじん),美人)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はくめい),薄命)というのはここから起こっている。こういうことがわからないから、平安朝文化は、もののあわれだとか、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょ),虚)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むかん),無感)だとか、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんせいてき),厭世的)だとか、そういう形而上のことばかりいう文学者が、真実をうがたないのも道理です。彼女らのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんせい),厭世)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),観)がその薄命からきていること、さらにはその病気によるノイローゼが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ししょく),紙燭)というEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はだか),裸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろうそく),蝋燭)の照明具によって、自分の影がうしろに大きく映り、あたかも怪物がそこに来ているような錯覚をおこさせる。そこから「もののけ」の考えが起こるわけで、さらにはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みっきょう),密教)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おんみょうじ),陰陽師)だとか、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅじゅつし),呪術師)だとかによってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きとう),祈祷)がおこなわれるわけです。密教の呪経的なものがはやります。従ってこの世の憂さを死後の極楽に安定を求めることで晴らすという女性の浄土行をねがう普蛇落信仰が流行する、とこういう順序になるのです。すべては南方形式の建築が、そうした形而上的な、宗教、文学に影響していることを考えなければならない。

大和や出雲説話と違って、日向説話では火のつく名前の神が多いことが注目される。118~120p

伊勢神宮も、学者によっては農耕神というけれども、もともとはそこの地方神だったところに、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すい),垂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にん),仁)天皇のころにアマテラスを移し、お宮を建てた。それが磯宮だと「記紀」にはあります。

伊勢神宮が皇室と関係を持ったのは、『日本書紀』によると、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんしん),壬申)の乱」(672)でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおあまの),大海人)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうじ),皇子)が大津方と戦うため、伊勢から尾張、美濃に行く途中、はるかに伊勢神宮を拝み、戦勝を祈ったことに由来するといわれています。天武天皇のときに伊勢神宮という特別な神社になり、皇室関係者から若い女がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みこ),巫女)として出向くという制度になりました。

そういうわけで、もともとは海の信仰だった磯宮を皇室のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),祖)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びょう),廟)に変え、さらにそこに外官が加わることによって、海の神様が農耕の神様に変質していくわけです。

アマテラスが穀霊神などという説は起こらない道理です。121~123p

祭神はイチキシマヒメといいますが、このイチキシマヒメは宗像の三神の一人なのです。してみると、宗像、厳島、住吉と、瀬戸内海を結ぶ格好の港には、かれらの拠点があったことが知られている。

おそらく海洋民族の持っていた説話が、『古事記』や『日本書紀』で舞台を「日向」ということにして固められたものと思います。

ただ問題なのは、なぜに「記紀」は日向にその舞台を求めなければならなかったのかということです。日向地方には中央で活躍する豪族は見当たりません。なるほど、宮崎県西都市にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいと),西都)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばる),原)古墳群といって、7世紀ごろの前方後円墳がたくさんあります。そのころに豪族がいたことはたしかですが、どうも中央の舞台に出て働いていたとは思えない。 

おそらくは南九州地方に隼人族というのがいて、これが当時宮廷の親衛隊であった。それでかれらの意を迎えるためにも『古事記』が南九州に舞台を求めたともいえる。隼人は『古事記』がいうほど弱い種族であったとは思えない。『日本書紀』によると、中央政府に服属した隼人は、宮廷の門番を勤め、なにか宴会があるとその席に出て、犬の泣く真似をしたという。つまり余興を勤めたわけです。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はやとぞく),隼人族)は通説のように、おそらくはインドネシア系の種族だったでしょう。124~126p

まとめに
日本人の祖先はおそらく大和に入る前、北九州に長くいたと思います。いうなれば弥生時代いらい日本人の故郷が北部九州で、その故郷にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんそん),天孫)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうりん),降臨)させることは、統治の上でもつごうのよい話になります。ところが、なんらかの理由で北部九州を南九州に変えたため、そこに「記紀」の製作者に残っている記憶と実際の地形とが混乱し、このような錯誤が生じたと思います。その点は出雲説話の作り方と全く同様なのです。『古事記』では大和にあるべきはずのイザナミの葬られた場所が、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よもつ),黄泉)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひらさか),比良坂)といいながらも、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いふ),伊賦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やさか),夜坂)といって、いまは出雲にあると、とってつけたように書いたのもその一例です。

『古事記』は大和中心の話には違いありません。中心というだけでなく、出雲も日向もすべて大和で収集した材料によって、机上で作り出されたということがおわかりいただけると思います。『古事記』の作られた7世紀の後半には、まだ皇室の祖先が外からやってきて大和に入ったのだ、しかも、それは決して遠いことではない(実年代は5世紀と思われる)という記憶があったことを証明します。

大和にはニギハヤ命といって、ナガスネヒコが奉じた天孫降臨の神があるわけです。「風土記」をみても各地方にも天から降った神様の話はいっぱいある。『古事記』が創作上、天孫を日向に降ろしたために、今度は創作上、皇室の祖先を大和に呼び戻さなければならなくなった、それがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんむ),神武)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とうせい),東征)の話だと思われます。127~128p

日本民族の系譜

「万世一系」の天皇137p~

古代日本の支配者たちが近親結婚の風習をもっていたのは、かれらが渡来した北方遊牧民の一族だったと思われるからです。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんしん),壬申)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らん),乱)(627)でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおあまの),大海人)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうじ),皇子)が兄EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんじ),天智)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)の子であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおとものおうじ),大友皇子)を打ち倒して、天皇の位についた。

壬申の乱は大海人皇子が、兄弟相続のルールを天智が破ったために起したクーデターです。天智天皇はわが子かわいさから大友皇子に位を譲りたい。譲りたいのですが、当時の天皇家の習慣から、皇位は親子ではなく兄弟が相続することになっています。兄が死ねば弟が継ぐというしきたりが当たり前だったのです。

歴史の推移のなかで、天皇は殺されたり遠島の憂き目にあったりしましたが、そのようなことをした実力者でも、血縁外のものは天皇にはなれない。一例をあげれば蘇我馬子がそうです。あきらかに天皇をしのぐ実力をもっていたのですが、部下(東漢直駒[やまとのあやめのあたいこま])をしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すし),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆん),峻)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)を殺させてしまいますが、天皇家の血につながっていないから、自ら天皇になることはできなかったのです。

「倭人」の文字ですが、「国」の意味で「倭国」というのと同じです。148p

イヅモは『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),魏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),志)』｢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とういでん),東夷伝)｣東沃沮の条に出ている遼東七県のうち「邪頭昧」(イツモまたはエツモ)に語源があろうというのがわたしの推測です。154p

邪頭昧がYatumeまたはYatumoに近い発音であったろうことは、お茶の水女子大・頼惟勤教授の教示をいただいた。ヤツメまたはヤツモがイツモと転訛し、出雲と書かれたというのがわたしの考えです。155p

南方民族の渡来は7,8千年も前から、いや、もっと以前から島伝いに断続的にあったでしょう。その意味からヒトの「海上の道」が想定できます。

かれらは九州の原住民との間に長いあいだ混血をくりかえして、いわば「南九州人」といった型(タイプ)ができた。一方、朝鮮海峡を渡ってきた大陸系の半島の住民は、北部九州に定着します。これには前3世紀ごろ、東シナ海の暖流や対馬支流にのって舟できた華南人、インドシナ半島人も加わったでしょう。これらの人々によって「南九州人」に対して「北九州人」とでもいう原住民との混血による一つの型ができたのです。

法医学者古畑種基氏の日本人血液型の研究では、列島にははじめ太平洋諸島の民族(O型)が渡来し、そこに北方系民族(B型)が朝鮮を経て渡来し、さらに他の渡来人(A型)があったとしている。

殺された女王
邪馬台国＝九州説はかねてからのわたしの説だが、「倭人伝」の伝える倭国の政治的首都は「伊都国」であり、女王連合国ぜんたいの事実上の首都でもあり、ここが女王国を統属する政治・経済の中心地であったことを、まず強調しておきたいと思います。それにくらべると、「邪馬台国」は、宗教的な霊告者がいる土地というにすぎません。そのような巫女に倭国の政治・国事の実権があろうはずがありません。名目だけの倭国の象徴であったのです。帯方郡使が女王国を表敬訪問しなかった理由もここにあります。

おそらく卑弥呼のいわゆる「鬼道」(邪教)とは、朝鮮系の原始的な呪術だったでしょう。

人が死ぬと、家族は十日間ばかり喪につく。そのあいだ肉を食わない。喪主は泣きかなしみ、他人はその家に来て、飲めや唄えの騒ぎをする。

信仰の集まりに人々が歌舞飲食するのは、倭国に入った蒙古や朝鮮からの風習です。160p

鳥葬と方円墳
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かわち),河内)の台地上に、とほうもない巨大な方円墳があります。これはどうみても、弥生時代からの日本人の仕事ではなく、やはり外国人の手によるものです、―――ただ、その「異邦人」がなにものかということです。

方円墳は日本独自のものでしょう。このユニークな発想がどのようにして、そのころの人に生まれたかはまったくわかっていない。この方円墳は3世紀のおわりか4世紀のはじめにあらわれています。172~173p

ヤマトタケルが死後に白い鳥となったなどというのも鳥葬を反映している。177p

わたしは前方後円墳のことをときには方円墳と書いております。178p

方円墳の築造者は、高度な技術と権力を兼ね備えた朝鮮経由の渡来者だということになります。180p

応神が北部九州から畿内に入ったのは、4世紀後半か5世紀はじめで、それでは新しすぎるので、応神の東遷のところだけを「記紀」は神武につくりあげた、ということです。それでは「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みまな),任那)からきたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)天皇」は、外国の文献ではだれにあたるかというと、江上氏はそれを『魏志』｢東夷伝｣韓の条に出ている「辰王」にあてます。ここに倭国に入ってきたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふよぞく),夫余族)にはじめて個人名があたえられたことになります。182p

まず、「辰王＝崇神天皇」という実在のたしかでない名前を出すことによって江上説は具体性はおびたが、この「記紀」の人物をだしたためにかえって現実性を失うという矛盾にいたっています。

江上説では、辰王の夫余族集団の北部九州移住は4世紀のはじめとなるから、邪馬台国の2代目女王壱与(台写)が西晋に入貢した266年(泰始2年)から50年くらいたってからのことで、その後そこに100年くらいいた辰王集団は、先にふれた女王国かEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),狗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬ),奴)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こく),国)の戦勝国を滅ぼしたことになるわけです。

江上説は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みまな),任那)こそ日本の出発点であるとする。そして、後期古墳時代の河内の諸古墳から北方大陸文化系の武器・馬具が出ているので、外来民族たる夫余族が第2回の｢日本建国｣をした証拠であるとする。とすれば、かれらが第一回の日本建国をした北部九州にも、それらが出土しなければならない。184p

「夫余族」を列島に迎え入れたのは、畿内の先着韓人勢力であり、やはり海上生活者集団であったろう。これはかれらが船と航海術とを持っているから当然のことです。「記紀」のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),景)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),行)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうあい),仲哀)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐう),功)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),応)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)のくだりに、海人族の説話が多く入りこんでいるのは、そのためでしょう。186p

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐう),功)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうごう),皇后)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),紀)」で武内宿禰に憑依して応神天皇に霊言を降すのが北部九州の宗像三神ではなく、摂津の黒江(住吉)三神だったというのもこの理由によるものかもしれません。

この外来民族(夫余族)の首長を、「記紀」の応神天皇にあてているのが江上氏の騎馬民族国家説です。あるいは、女王国を征服した狗奴国の首長が応神だとする説もあります(水野祐氏)。

しかし、わたしは「辰王」とか「崇神天皇」とかいう具体的な名称をさけて、5世紀ごろに河内にきた新しい外来集団は夫余系の民族であった、というだけでよいと思うのです。188p

古代史の空洞
始祖伝説

『古事記』や『日本書紀』(1・2巻の「神代紀」)に伝えられる神話から原形の骨組みを求めると、①開巻第一の国土生成から天孫降臨のところまでは、日本の国土が当初から天皇家の祖の所有として決定していたこと、②神武天皇によってその所有国に統治権がはじまったこと、の二つに結局は整理される。197p

以上の二つも、これをまとめると、皇祖(ニニギ命)の誕生とその孫神武の統治権確立に尽きるだろう。ニニギがフトンのような衣類(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まとこおう),真床追)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふすま),衾))にくるまれて天から降りてきたという話は、今では東北アジアや朝鮮に伝わる同様な国王始祖の生誕説話であることはひろく知られている。したがって、国王始祖としてのニニギも神武も同一人格なのである。

始祖の祖父母が神というのは日本神話と朝鮮の檀君説話(大白山頂に降った神人の孫として平壌に国を開いた)しかない。198p

本来は、ニニギ＝神武が国王始祖であったものが、始祖以前に早くもこの国土が天皇家の占有物として決定されていたことを示すために、アマテラスからさかのぼってタカミムスビ、カミムスビに至る話になったものと思う。日本国土の占有権を運命的に宣言するためにはこのムスビ二神が必要であった。だから二神からニニギ＝神武に至る中間のたくさんの神々は政治性の説話としてはまったく無意味であり、なくもがなの神たちである。

「記紀」神話の筋は『古事記』につけられた太安麻呂の序文に要約される。天地が分かれて三神(ムスビ二神とアメノミナカヌシ)が万物の造化主としてあらわれ、ついであらわれたイザナギ・イザナミの夫婦神によって国や島が生まれ、神や人が生まれ「百王相続」するようになった、そのようなことからニニギが初めて高千穂峯に降って神武が国を定めた、という趣旨のものである。199p

アマテラスが重要な皇祖だったら、イザナギ・イザナミの生むはじめのほうの子でなければならないのに、彼女が生まれたのはイザナギが寡夫になってからであり、順番としては第一子オオコトオシオ神からかぞえて70番目以下になる。アマテラスが直接の皇祖でないことは、この順番の少し前に住吉の三神や、あとに宗像の三神が生まれ、これらがまったく宗教的性格であるのと同様である。200p

先住民と渡来者
なぜに官製の『古事記』(はじめは宮廷の私本のようなものであろう)の前半部と『日本書紀』の1，2巻に先住民族の民衆説話がとりあげられているかといえば、おそらくは3世紀末ごろ、あとから畿内に割りこんできた朝鮮半島からの強力な渡来集団が統治のためにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうわ),宥和)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいさく),政策)をとったためであろう。

この場合、各地には先住民の部族共同体が数多くあり、その首長らと新来の統治者は手を組まなければならなかった。各部族共同体はそれぞれの説話をもち信仰をもっていた。いかに渡来集団が武力において優れていても、先住民族は数が圧倒的に多いから、ことごとくこれを戦闘で征服させることはできない。201p

結局は妥協と宥和である。大和の諸豪族の女子と婚姻する神武ほか古代天皇の説話はこれをあらわしたものであり、混血の進行であろう。7，8世紀になっても氏族に代表されるように先住民の勢力はまだ強く残っていたから、「記紀」をつくるとき、それらの固有説話や信仰を無視することができず、これに組み入れなければならなかった。202p

列島の西半部に先着して居住していた人々がどこから来たか見当がつくのだが、しかし、あきらかに北方からのシャーマニズム的な風習もある。代表的なのは、アマテラスとスサノオのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),宇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),気比)のところで、鹿の肩骨を焼いてうらなうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふと),太)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まに),占)は大陸系の信仰で、これも先住部族間で行われていた卜占法であったかもしれない。またアマテラスの石屋戸隠れのとき、八百万神が集まって歌舞するのは、『魏志』「東遺伝」に「春と秋の日に国じゅうのものが大いに集まって昼夜つづいて歌舞飲食する」とあるように朝鮮の北から南にかけての風習である。

これは「東盟」ともいい、東の洞穴から鬼神を迎えての民衆行事で、アマテラスが洞窟から現われるのを宴会の諸神が迎える話の原形であろう。アマテラスの石屋戸隠れは死を意味するが、「倭人伝」にも葬式のときはその家に多くの人が集まって昼夜歌舞飲食すると書かれてある。こういうのは朝鮮系のものにちがいない。203p

「出雲神話」はもともと大和でつくられたもので、「記紀」が紙上でスサノオを出雲に追放したとき舞台を出雲にかりたにすぎない。スサノオは『出雲国風土記』にあまり活躍しない親神として出てくるので、もとは地方神であったかもしれぬ。オオクニヌシには5つくらいの名があり、その4つまでが大和における名であることからも出雲国の固有神話でないことが知られる。イザナミが葬られた黄泉の国はあきらかに大和地方の横穴式石室古墳がモデル(アマテラスの石屋戸も同様)で、墳墓の入口から玄室にいたる羨道(地下墳墓通路)を『古事記』はヨモツヒラ坂と書く一方、今はイフヤ坂といって出雲にある、などど表面をとりつくろっている。

ヤマタノオロチ退治、オオクニヌシの八十神からの迫害やスサノオからの試練、イナバの白兎などが『出雲国風土記』にないのは当然で、これは大和の説話だからである。

ヤマタノオロチは『楚辞』(屈原の作品と、その門人や後人の作品を集めたもので、その「天問」「九歌」篇などでは楚の国の旧い説話が知られる)にある雄虺九首(九頭の大蛇。象を呑む)と似ている。これを八つの頭にしたのは日本では多数の意として「八」という数詞が好まれた(これも北方系。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうど),匈奴)など)からだろう。

朝鮮系の話としてはイナバの白兎の話がある。ワニが島と陸地の間の海にならんで橋のかわりになったというのは、夫余王の始祖東盟王が敵に追われて逃げるとき魚やスッポンが川にならんで橋のかわりとなり、王を渡したという説話を、「記紀」の書き手である朝鮮系の文官がつくりかえたと思われる。魚のサメをワニといっているのは出雲地方だけではなく、九州北部の海岸でもワニといっている。205p

兎は月に住むという中国説話から得た発想で、神武が東征のとき烏に誘導された話と日・月一対をなす。月は日に対して陰であり、出雲は大和の観念からみて陰である。206p

アマテラスの本体
実際の国王始祖が、｢記紀｣に出ている天皇名のどれに当たるかはきめにくい。人によってはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)(第10代)ともいうしEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),応)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)(第15代)とも推定している。崇神の前のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいか),開化)(第9代)までの九代は、記事らしいものがないのでそれが実在しなかった判定の一つにされているが、崇神から応神までの6代の天皇の記事にしても果たしてその天皇のときの出来事かどうかわからない。神武の求婚譚は応神やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にんとく),仁徳)(第16代)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうりゃく),雄略)(第21代)のそれに似ているし、神武の征戦譚はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),景)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),行)(第12代)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうあい),仲哀)(第14代)と似ているし、子や兄弟の反逆はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんむ),神武)(初代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)(第10代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すい),垂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にん),仁)(第11代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうあい),仲哀)(第14代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),応)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)(第15代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にんとく),仁徳)(第16代)からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りちゆう),履中)(第17代)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あんこう),安康)(第20代)にいたるまで同じように記されている。

要するにこれらの記事は古代天皇のどれに当てはめてもいいようなものであって、固有のものではない。「大王」とも書かれる古代天皇は部族共同体の各首長の「共立」や｢承認｣のもとにその位置にあったにすぎないだろうから、首長に強力者が出ればそのたびに交代があり、ときには短期の交代もあったにちがいない。天皇を同一系譜といたのは後からの造作である。206p

大和の宮殿建築がいまの出雲神社の建築様式だったという証明はどこにもない。高床式建築は普通の住居であった(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どうたく),銅鐸)の住居絵画を参照)。なぜに伊勢神宮の建築が出雲大社とはまったく違う様式になっているのか。天皇家と「同格」を望むなら、出雲大社もまた神明造りでなければなるまい。209p

アマテラスが北方大陸系の太陽信仰の影響であることはわかるが、原形はそうではなかった。アマテラスの象徴が鏡になっているように、もとは鏡の神秘性に出ているのであろう。鏡の表が磨かれて照り輝くことがテラスになった。天(あめ・あま)は現実の風物や物体を高天原に置くときにつけるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうとう),常套)的冠詞(天の香具山、天の安河原、天の金山など)であって、原形はテラス、テルだろう。鏡からアマテラスの擬神化が行われたことを示唆している。ことにアマテラスは穀霊神だなどどいう多くの説にいたっては、後の信仰形態を見ての錯覚である。伊勢神宮を穀霊神としたのは8世紀初頭からであろう。210p

「記紀」と『楚辞』
「記紀」は事実上の初代天皇(崇神・応神・継体のいずれにしても)よりはるか以前に国王始祖として神武をつくり、ニニギ命を地界と天上界とのつなぎ役とした。ニニギの地界降下は朝鮮の「首露王」説話に似ている。

神代のところは前にもふれたように、先住民族の信仰・風習を組み入れる一方、その色づけに当たっては『漢書』『芸文類聚』などの中国書籍を参考にし、あるいは文章をそのまま使った。とくに『書紀』において著しい。漢籍の読める朝鮮系や中国系の文官の仕事だ。が、なかには『古事記』に見られるように朝鮮語で解してはじめてわかる語呂合わせ的なシャレもある。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きき),記紀)」に中国のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いんよう),陰陽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごぎょう),五行)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しそう),思想)が濃いのはこうしたことからも当然だが、中国南方の神秘説話もかなりある。210p

たとえばアマテラスとスサノオの天安河原でのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),宇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),気比)(誓約)だが、占卜として鹿の肩骨を焼くという北方シャーマニズムでも、アマテラスは玉(女性の象徴)をスサノオは剣(男性の象徴)を互いに交歓するという男女交合のかたちが語られている。これも『楚辞』「天問」にあるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふつき),伏羲)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょか),女媧)の話に近い。もっともこの南方の話は漢代に伝えられ、後漢代につくられた武梁画像石には下半身がヘビの伏義と女媧が描かれ、蛇体がからみ合っている姿になっている。213p

また、イザナミに死なれて独身となったイザナギがたくさんの子を生むのはいかにも不合理だが、『楚辞』「天問」に「EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょ),女)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),岐)(女神)は夫と男女の交わりをしないのにどうして9人の子供をもうけたか」という意味を天に問いかける詩句がある。こういう説話はもともと江南地方にあったのである。朝鮮の特徴的な信仰としては陰陽五行説から分かれた「蔵風得水」という地相占卜のいわゆる「風水説」がある。飛鳥・平城・平安の都は高句麗・新羅・百済の都と同じくこの相地法によっているし、前方後円墳の方位もこれに従っているようにわたしは思う。214p

『古事記』の構成は、天界(高天原)、地上(葦原中国)、地下(黄泉の出雲国)という三つの世界からなる垂直形だといわれている。

ヤマトに高天原を設けたのは、天上界に住む神々の話の舞台にすぎない。そこは主神アマテラスに象徴されるように光明の世界であった。

ヤマトに対立するのがイヅモである。光明と対照させるに、イヅモは暗黒でなければならない。(宗教的観念)
イヅモはヤマトの西にある。その地理上のことからも、西に太陽が沈むイヅモを黄泉の国としやすい。244~245p

『古事記』の作者は飛鳥地方を高天原のモデルとしている。自分たちが毎日見ている大和川支流の河原、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぐやま),香山)、その植物を高天原の舞台とした。現実の風物と高天原のそれとを区別するために「天の安河原」、「天の香山」、「天の日影」(さがりごけ＝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かげ),蘿))、「天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まさき),真拆)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かつら),鬘)」(ツルマサキのこと)などと、いちいち「天の」の形容詞を冠詞のごとくつけなければならなかった。250p

『古事記』の作者は、高天原を描くのにその想像力が欠けていた。仕方がないので現実の風物・習慣をそこへ持っていった。251p

高天原にいたときは悪神だったスサノオは、出雲国に到着してからは、とたんに英雄神に豹変する。そこにいたる伏線もなければ説明もない。

これは要するにスサノオを大国主命の義父とするために、『古事記』の作者が彼を地理上の出雲国へ遣らせただけの話である。八岐大蛇はインドのナーガがモデルだし、その大蛇退治はギリシア神話(アンドロメダ型)からの影響があり、鉄剣で大蛇を斬ったのは『史記』や『漢書』にある劉邦の斬蛇の剣から話を借りたのであろう。

『出雲国風土記』にはスサノオが出てくるが、これという働きはせず、ただ多数の土地神の親としてしか書かれていない。こういうイヅモの土地伝承を『古事記』の作者は知っていて、スサノオノ名をイヅモの代表神として高天原でアマテラスに配したのである。しかし、真のイヅモの代表は国土を献上したEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおくにぬしの),大国主)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みこと),命)(大領主の意)である。その義父をアマテラスの弟にした(『古事記』ではときにアマテラスと夫婦神のようになっている)ところに、イヅモはもともと皇祖の所有であったという天皇の既得権の主張がある。252p

天孫は国土献上がきまっている出雲国には降りないで、日向国の高千穂峰に降臨する。252p

イラン的要素は法隆寺金堂の釈迦三尊像の上に懸る方形天蓋とそれに付いた鳳凰に見られる。297p

・索引
［あ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あしはら),葦原)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なかつくに),中国) 14・アマテラス 2,3,4,5,7,11,12,13,14,15p・天の岩屋戸 2,3,4,6p
· 天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まさき),真拆)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かつら),鬘) 14p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あまの),天)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みなかぬしの),御中主)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神) 2p・天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はた),服)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おりひめ),織女) 3p・アメノウズメEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のみこと),命) 6p
· アメノコヤネEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のみこと),命) 6p・アメノミナカヌシ 11p・天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),香)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐやま),具山) 13,14p
・天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(やすのかわら),安河原) 3,4,13,14p・天のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わか),稚)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひるめ),日女) 3p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あんこう),安康)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第20代) 13p

［い］･イザナギ 2,11,14p・イザナミ 2,11,12,14p・イシコリドメ命 6p
・出雲 2,5,12,13,14p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いずもの),出雲)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くに),国)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふどき),風土記) 5,11,12,14p・伊勢神宮 7,13p
· 邪頭昧(イツモまたはエツモ) 8p・イチキヒマヒメ 7p・因幡の白兎 5,12p
・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いふ),伊賦)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),夜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さか),坂) 3,7,12p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いん),忌)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べのおびと),部首) 6p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いんよう),陰陽)(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごぎょう),五行))EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しそう),思想) 3,13p

［う］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(う),宇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),気比) 2,4,11,13p

［お］・応神紀 2p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおあまの),大海人)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おうじ),皇子) 7,8p,・オオコトオシオEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のかみ),神) 11p
・オオクニヌシEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のみこと),命) 2,5,11,12,14p・オオゲツヒメ 5p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおとものおうじ),大友皇子) 8p
・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),応)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第15代) 10,12p

［か］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいか),開化)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第9代) 12p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かむむ),神産)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),巣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひの),日)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神) 2,11p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんじょ),漢書) 1,13p

［き］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),魏)1p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎ),魏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(し),志)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わじんでん),倭人伝) 1,4,6,8,10,11p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうど),匈奴) 5,12p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎょけん),魚豢) 1p

［く］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くじ),久士)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふる),布流)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たけ),気) 5p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(く),狗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぬ),奴)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こく),国) 10p

［け］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けい),景)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),行)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第12代) 10p

［こ］・古事記 1,2,5,7,8,10,11,14,15p
［さ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さいと),西都)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばる),原)古墳 7p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さるめ),猿女)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きみ),君) 6p

［し］・シャーマニズム 4p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しらぎ),新羅) 2p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),晋) 1p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),辰)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おう),王) 10p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しん),辰)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),韓) 6p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐう),功)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇) 10p
・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐう),功)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうごう),皇后)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),紀) 10p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんしん),壬申)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(らん),乱) 7,8p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんむ),神武)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(初代) 2,8,10,11,12p

［す］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すいこ),推古)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第33代) 1p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すい),垂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にん),仁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第11代)7p・スサノオ 2,3,4,5,12,13,14p
・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すし),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆん),俊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第32代) 8p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),崇)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じん),神)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第10代) 10,12p

［せ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんどう),羨道) 3p

［そ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そがのうまこ),蘇我馬子) 8p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そじ),楚辞) 4,12,13,14p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),祖)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びょう),廟) 7p

［た］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいほう),帯方)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐん),郡) 1p・帯方郡使 1,9p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たかま),高天)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はら),原) 2,14p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たか),高)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みむ),御産)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),巣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひの),日)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かみ),神) 2,11p
・タマノオヤEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のみこと),命) 6p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(だんくん),檀君)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんわ),神話) 5,11p

［ち］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうあい),仲哀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第14代) 10p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちん),陳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅ),寿) 1p

［つ］・ツクヨミ 3p

［て］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんじ),天智)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第38代) 8p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんそん),天孫)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうりん),降臨) 5,6,7,8p

［と］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とういでん),東夷伝) 1,4,8,10,11p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とつ),十)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つかの),拳)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つるぎ),剣) 4p

［な］・ナガスネヒコ 8p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なかとみのむらじ),中臣連) 6p

［に］・ニギハヤ命 8p・ニニギEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のみこと),命) 2,5,6,10,11,13p・日本書紀 2,3,7,10p
・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にんとくてんのう),仁徳天皇)(第16代) 12p

［の］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のりと),祝詞) 4p

［は］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ば),馬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),韓) 6p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はやとぞく),隼人族) 7p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんよう),范曄) 1p

［ひ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひみこ),卑弥呼) 9p

［ふ］・フトダマEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のみこと),命) 6p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふと),太)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まに),占) 11p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふよぞく),夫余族) 10p

［へ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(べん),弁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),韓) 6p

［ま］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まとこおう),真床追)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふすま),衾) 5,10p

［み］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みそぎばら),禊祓)い 3p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みまな),任那) 10p

［や］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),邪)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ま),馬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たい),台)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こく),国) 9p・八岐大蛇(ヤマタノオロチ) 5,12,14p・ヤマトタケル 9p

［ゆ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうりゃく),雄略)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第21代) 12p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆうわ),宥和)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいさく),政策) 11p

［よ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(よもつ),黄泉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひらさか),比良坂) 3,7,12

［り］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りちゆう),履中)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんのう),天皇)(第17代) 12p

［わ］・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わじんでん),倭人伝) 1,9p・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わの),倭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くに),国) 1p
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